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応募に関しての留意事項

【実施目的】

この職業訓練は、離職者等再就職訓練事業（長期高度人材育成コース）として、

国からの委託により実施するものです。「介護福祉士」、「栄養士」、「調理師」のい

ずれかの資格を取得し、正社員として就職することを目的として、厚生労働大臣ま

たは知事の指定を受けた養成施設で実施します。１年間又は２年間の訓練で高度

な知識及び技能を習得し、各資格を有する専門的な人材として就職を目指してい

ただくためのものです。

【受講に当たっての注意事項】

１ 全ての訓練に出席することが必要です。また、養成施設では単位取得のための

試験が実施されます。

２ 訓練は養成施設での講義の他に、介護施設、保育所等で施設実習も行われま

す。施設実習では病気に対する抵抗力が弱い、精神的に不安定等の施設等利

用者と接していただきますので、心身共にご自身の健康管理には十分に注意して

ください。

３ 訓練は養成施設の一般学生と同じクラスで受講していただきます。職業訓練生

として入校した場合には、南部高等技術専門校及び養成施設の諸規則を遵守す

るとともに、各職員の指示にも従っていただきます。

４ 入校後、年次毎に取得すべき単位が取得出来なかった場合や、諸規則を遵守

できない場合等（進路変更含む）は、職業訓練生としての資格要件を満たさなく

なるため、退校していただきます。

５ 介護福祉士、栄養士、調理師としての資格を活かした仕事に就くことを想定し

ており、訓練修了後直ちに各職に就く方が対象の訓練となります。

以上のことをよく理解したうえで入校願書を提出してください。

※上記「介護福祉士養成科」、「栄養士養成科」、「調理師養成科」は別々の訓練

科となりますので、同時に受講することはできません。

また、３～６ヶ月のコースとの併願はできません。

※北部校実施分との併願はできません。

選考場所は、南部高等技術専門校となります。
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対 象 者 ： 以下の条件をすべて満たす方

①公共職業安定所に求職申し込みを行っていること

②高等学校卒業以上であること

③概ね５５歳未満であること

④有期労働契約などによる非正規雇用労働者など、就業経験において不安定就労の期間が長い

ことや、安定就労の経験が少ないことにより能力開発機会が乏しかった方又は出産・育児等によ

り長期間離職していた女性等であること

⑤国家資格等高い知識及び技能を習得し、訓練修了後直ちに調理師として正社員就職を希望し

ていること

⑥調理師資格を取得する明確な意志を有していること

⑦公共職業安定所における職業相談において、ジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティングを

受け、職業経験の棚卸しおよび職業生活設計等の結果、調理師養成科の受講が必要と認めら

れる方

※２ページの応募に関しての留意事項を熟読してください。

※新規学卒者（令和８年３月に卒業見込みの方）及び学卒未就職者で受講申込み時点で卒業後１年以上経過していない方

（令和７年３月に卒業した方）は出願できません。

※長期高度人材育成コース及び旧資格取得コース並びに過去に１年以上の公共職業訓練（委託訓練）を受講（正当な理由のな

い中途退校も含む）したことがある方は出願できません。

募 集 人 員 ： １名

訓 練 目 標 ： 厚生労働大臣又は知事が指定した調理師養成施設で規定のカリキュラムを履修し、ホテル・レスト

ラン・老人保健施設・幼稚園等において活躍できる調理師の資格を取得し、正社員として就職す

る。

取得すべき資格 ： 調理師

訓 練 期 間 ： 令和８年４月 ～ 令和９年３月（１年間）

訓練実施場所 ： 西日本調理製菓専門学校（岡山市北区）

手 続 き

以下の手続きを行ってください。出願書類は返還しません。

○入 校 願 書 ： 公共職業安定所から受講が必要と認められた後、 ①～③を公共職業安定所（ハローワーク）

へ提出してください。

①必要事項を記入し、写真（縦４㎝×横３㎝、出願前６ヶ月以内に撮影したもの）１枚を所定

の欄に貼り付けしてください。

②長期高度人材育成コース受講希望者用チェックシートに必要事項を記入してください。

③高等学校の卒業証明書（出願前３か月以内に発行されたもの、コピー不可）を添付してく

ださい。

氏名変更のある場合は、戸籍抄本又は戸籍個人事項証明書も提出してください。

訓練生として合格した場合、高等学校の卒業証明書は訓練実施機関へ提供します。
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○募 集 締 切 ： 令和８年３月１６日（月）

○選 考 方 法 ： 学科試験（国語と数学で合計３０分）、面接試験及び提出書類

○選 考 日 時 ： 令和８年３月２３日（月）１０：００(受付９：００～説明９：５０～)

(注１)面接時間は２３日（月）に学科試験会場に掲示しますので、必ず確認してください。電話での問い合わせにはお答

えできません。また、面接時間の希望には沿えません

(注２)南部校の面接試験後、養成施設の面談があります。

○選 考 場 所 ： 南部高等技術専門校 講堂

※車で来校される場合は、係員の誘導に従ってください。また、指定された場所以外に駐車しないでください。

○持 参 品 ： 受験票、スリッパ、下履き入れ、キャリアコンサルタント等の署名または押印のあるジョブ・カー

ド（確認後返却します）、筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル・消しゴム・ボールペン（消せ

るペン不可、使わない場合もあります）)、養成施設の募集案内の中で試験日に持参を求めら

れているもの（ない場合もあります）

○合 格 発 表 ： 令和８年３月２６日（木）

○入 校 日 等 ： 必ず次ページの養成施設の募集案内をご確認ください

○授 業 料 ： 無料。ただし、教科書・実習服代等の実費として、約１７３，０００円程度必要

※実習中の食事代等別途必要な費用は養成施設の募集案内をご確認ください。

また、資格登録等で必要となる公的な書類等については、別途自己負担となります。

※公共職業安定所長の受講指示を受けて入校された方は、雇用保険の失業保険給付期間の延長があります。

南部高等技術専門校

●下電バス

ＪＲ倉敷駅前の下電バス６番乗り場からＪＲ児島駅行、

鷲羽山行、宇野行「八軒屋北」(約１５分）で下車、

徒歩約５分

［お問い合わせ先］

岡山県立南部高等技術専門校
〒710-0038 倉敷市新田３２４１

電 話 （０８６）４２４－３３１１

Ｆ Ａ Ｘ （０８６）４２４－３３４４

https://www.pref.okayama.jp/soshiki/199/



 
 
 
 

委託訓練 調理師養成科（１年間） 
          

訓練実施校 
学校法人本山学園 西日本調理製菓専門学校 

〒700-0913 岡山市北区大供 3-2-18 ℡ 086-223-8822 

取得可能な資格 
調理師、食育インストラクター（5,160 円）、介護食士 3 級（63,100 円）、食品衛生責任者

（8,000 円 ただし、調理師免許取得後であれば申請登録料 2,000 円のみで取得可能） 

物品購入、事前説

明会等 
南部校での選考試験日にお伝えします 

入校日 
日時：令和 8 年 4 月 1 日（水）    10 時 00 分～12 時 00 分 

場所：西日本調理製菓専門学校 住所：岡山市北区大供 3-2-18 

テキスト代等諸経費 

約 173,000 円（テキスト代、実習着、資格申請料等）（1 年間） 
※国内研修旅行（希望者のみ）40,000 円（令和 7 年度実績）、海外研修旅行（希望
者のみ）547,900 円（令和 6 年度実績）。 
※スキルアップ実習（自主練習）で使用する食材は実費。 

特色及び注意事項 

 

《特色》 
・日本料理、西洋料理を中心に、中国料理、カービング、デザートなど、全ジャンルの調理技
術や知識を学び、国家資格「調理師免許」を取得します。 
・最短期間で高度なテクニックを身につけ、接客サービス、集団調理、レシピ作成にも対応で
きる実践力を養います。 
・個人の作業量をきっちり確保でき、流れ作業もできる 1チーム 4人制の編成で、チームワー
ク力を日常から養うことができます。 
・スキルアップ実習で徹底した個別指導を行い、短期間で効率よく技術力が向上します。  
・インターンシップ研修はホテルやレストランで現場実習を実施。実践力と職業意識を高める
ことができます。 
・求人倍率約 52.2倍、就職希望者の就職率 100％（2024年度）であり、調理業界で就職先
を選べる状況にあります。 
・ハローワークセミナー、個人の希望に合わせた就職相談・面接練習等の就職支援が充実し
ています。 
・主な就職先：ウエスティンホテル大阪/ホテルグランヴィア岡山/ＡＮＡクラウンプラザホテル
岡山/懐石 昇一楼/日本料理 一扇/岡山済生会総合病院/日清医療食品㈱。 
《注意事項》 
・合格発表後、入校までに上記訓練実施校の入学願書の提出が必要です。入学願書、入
学説明会、採寸案内等の書類は郵送します。 

アクセス 

・『岡山駅』東口から南へ徒歩 10 分。 

・岡電・両備・下電バスで市役所方面行き『山陽新聞社

前』下車、徒歩 2 分。 

 

お問い合わせ先 

学校法人本山学園 西日本調理製菓専門学校      

〒700-0913 

住所：岡山市北区大供 3-2-18 

℡：086-223-8822 

Ｅ-ｍａｉｌ：nishicｈo@motoyama-e.com 
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